
体育振興・健康づくり対策特別委員会 県内行政調査

１ 調査日 平成２５年８月２日（金）

２ 調査の概要

県では、昭和 56 年の「びわこ国体」以来２巡目と

なる平成 36 年の国民体育大会開催に向け、文部科学

省・日本体育協会に開催要望書を提出したところで

ある。また、県議会としても平成 25 年３月 22 日に

「第 79 回国民体育大会の招致に関する決議」を行っ

たところである。

本県での国民体育大会開催に向けては、選手育成

や県民参加のあり方、競技会場の確保など、様々な

課題があるが、中でも主会場の確保については、整

備を行う可能性があるなど時間的制約もあるため現時点における最重要課題の一つとなってい

る。

また県教育委員会においては、原則として県有施設

での主会場確保を方針とし、国体準備委員会において

今年度中での決定を目指していることから、主な候補

地である県有施設を中心に下記の３カ所について現

況を調査した。

（１） 彦根総合運動場 （彦根市）

（２） 希望が丘文化公園（野洲市、湖南市、竜王町）

（３） びわこ文化公園都市未利用地（大津市、草津

市）


